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わい性 リンゴ樹は早期多収性であることが大きなメリッ

トになつているが,早期多収性を得るには定植後数か年の

間に樹形を完成させ,しかも樹勢を適度な状態に調節する

ことが必要である。このためr_従来その方策として,整枝

剪定,肥培管理などで対応して来たが必ずしも容易でない。

特に半わい性台木では樹勢が旺盛になり過ぎて早期多収を

上げている例は少ない。

そこで,本報告ではわい性 リンゴ樹の幼木期における側

校の誘引効果を検討し,前報では,誘引処理翌年の新檎が

抑制され,開花結実の高まることを報告した。本報ではそ

の後の生育状況について報告する。

2試 験 方 法

供試品種 : ふじ,ス ターキングデツシャス,ン ッドゴ

ール ド,紅玉,陸奥,つがる。

供試台木 : MM 106

栽植年次 : 昭和49年

栽植距離 : 40× 30%(38本/10a)

仕 立 法 : フリースピンドルブッシュ

誘引時期: ① 4月 ド旬(4月 30日 ),② 6月中旬(6

月15日 ),③ 7月 中旬(7月 15日 ),④ 8月 中旬(8

月15日 ),⑤ 9月 中旬 (9月 13日 )と し,さ らに対照

として無誘引区を設けた。

処理時樹齢 :昭和51年は 3年生.昭和52年は 4年生。

供試樹数 : 1区 5樹

誘引の方法 : 側枝 (2年生枝 )を連年水平に近い角度

になわなどを使用して誘引した。

試験は場の土壌の特性 : 十和田,八甲田山系火山灰土

壌で,表層は薄く,下層には粟砂,ゴ ロタが厚く嬌積

し,乾燥しやすく,泰分の保持力が弱く,有機質に乏

しヽ 。ヽ

3試 験 結 果

誘引および無誘引による品種別の生育およびせん枝重量

は図1お よび図 2に示すとおりである。
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図 1 誘引および無誘引による品種別生育 (1978)
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図 2 誘引および無誘引による品種,1,生育およ
びせん枝重量 (1978)
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誘引区は,無誘引区に比べて,幹周は大差なかったが,

樹高で劣り,開張でまさる傾向がみられた。また,樹冠容

積は,無誘引区に比べて小さい傾向がみられた。従つて,

樹の外形は誘引区の円錘形に対して,無誘弓‖ま紡錘形状を

呈した。せん枝重量は,紅玉を除く他の品種は総体的には

誘引区が多い傾向があつた。

表 1 処理時期による品種男1,開花率および花そ
う結実率 (1978)
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図 3 誘引および無誘引による品種
=1開

花率 (1978)

開花率および結実は表 1,図 3に示すとお りである。開

花率はスターキングデ ツシャス つがるの 9月 誘引を除い

て,いずれの誘引処理時期及び品種とも誘引区が無誘ヴ区

より高かつた。品種別では早期結実性の高い品種よりも結

果期のおそい品種ほど誘引効果が高く,ふ じおよびスター

キングデ リンャスでは無誘引区の 2～ 3倍の開花率であつ

た。次に誘引の処理時期についてみると,品種で異なるが ,

ふじでは 4, 6月 処理区,ス ターキングデ ノンャスは 6,

7, 3月 処理区,紅玉,レ クドゴール ドは 4～ 9月 処理区 ,

陸奥は 8,9月 処理区, つがるは 7, 3月 処理区がそれぞ

れ高い開花率を示 し,統計処理 した結果,ふ じおよびつが

るを除く各品種ではいずれも有意差が認められた。

花そう結実率は,|■理区間に開花率はど判然とした差異

はないが,品種別ではスターキングデ リンャスおよびふ じ

の誘引区が総じて高く,他の品種では大差がなかつた。

収量は図 4に示すとおりである。無誘引区に比べて,誘

図 4 誘引および無誘引による品種別収量(累積)

(1978)

引区は,開花率同様いずれの処理時期および品種において

も,多い傾向であった。累積収量はふしでlt 4月 誘引が最

も多く,紅ヽおよびつがるでは 7月 ,陸奥は
'月

の各誘引

区が最も多かつた。なお,ス ターキングデツシャス,レ ッ

ドゴール ドは6月 に早期落果が多発したため,収量は各区

ともなかつた。

4摘

同一樹に対して 2年枝側枝の 2年連続 (3, 4年 生時 )

誘引処理を行った 5年生樹の生育,開花率,収量などを検

討したところ次の結果を得た。

1 生育は,誘引区は無誘引区に比べて,幹周で差はな

いが,樹高で劣り,開張でまさり,樹冠容積は,無誘げ1に

比べて小さい傾向がみられた。

2 開花率は,誘引することによつて,いずれの処理時

期および品種とも開花率が高いが,結果期のおそい品種は

ど効果的であつた。

3 誘引の処理時期では,あ じは 4～ 6月 ,ス ターキン

グデツシャスは 6～ 8月 ,紅玉, レッドゴール ドでは 4～

9月 ,陸奥では 8～ 9月 ,つがるでは 7. 3月 処理で高い

開花率が得られた。

4 収量は,無誘引区に比べて誘引区は,開花率同様,

いずれの時期および各品種とも多かつた。

5 果実品質は,誘引区と無誘引区との間に差はみられ

なかった。

6 以 ヒの結果,誘引した側校は栄養生長が弱まって生

殖生長が盛んになり著しく開花率が高まる。従ってわい性

リンゴ樹で,早期多収性を得るには必須作業と考えられる

が,誘引した側校の背部に多発する徒長的な新槍の取扱い,

誘引した校の形態による花芽の形成程度,さ らに誘引する

校の素質,校齢による誘引効果の差異などの検討が必要で

ある。
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